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が
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 ：
平
成
平
成
２７
年

１０
月
１５
日
（
木
） 

平
成
27
年
11
月
19
日
（
木
） 

JR
山
科
駅
前
に
集
合 

順
路
：
ＪＲ
山
科
駅 

→ 

毘

沙
門
堂 
→ 
参
拝
拝
観 

 

沢
ノ
川
添
え
ハ
イ
キ
ン
グ 

→
山
科
疎
水
路
→
山
科
駅 

そ
の
他:

毘
沙
門
堂
門
跡

で
は
堂
内
の
見
学
や
動
く

屏
風
絵
等
説
明
を
住
職
に

丁
寧
に
し
て
頂
き
ま
し
た
。

有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。 

山
科
の
変
遷 

 

山
科
一
帯
は
、
す
で
に
平

安
時
代
に
山
城
国
宇
治
郡

山
科
郷
と
い
う
名
で
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。 

 

古
く
は
縄
文
時
代
か
ら
の

足
跡
が
今
も
残
さ
れ
て
お

り
、
芝
町
遺
跡
や
中
臣
遺

跡
か
ら
発
掘
さ
れ
た
土
器

石
器
類
、
万
葉
ロ
マ
ン
の
世

界
を
し
の
ば
せ
る
鏡
山
・
天

智
天
皇
陵
の
ほ
か
、
平
安
時

代
か
ら
存
在
し
、
数
々
の
伝

説
を
秘
め
る
有
名
社
寺
や

中
世
に
広
大
な
寺
内
町
を

築
い
た
山
科
本
願
寺
跡
、
江

戸
時
代
の
風
景
を
思
い
起
こ

さ
せ
る
旧
東
海
道
の
遺
跡

な
ど
、
脈
々
と 

受
け
継
が

れ
て
き
た
歴
史
を
た
ど
る
の

に
大
変
恵
ま
れ
た
地
で
す
。 

 

ま
た
、
山
科
は
大
石
内
蔵

助
が
討
ち
入
り
前
に
隠
れ

住
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
赤
穂
義
士
に
ま
つ
わ
る

史
跡
の
数
々
が
今
日
ま
で
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
毎
年
１２
月

１４
日
に
は
、
討
ち
入
り
な
ど

を
再
現
す
る
「山
科
義
士
ま

つ
り
」
が
多
く
の
区
民
の
参

加
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

行
政
区
の
変
遷
と
し
て
は
、

宇
治
郡
山
科
町
が
昭
和
6

年
に
京
都
市
東
山
区
に
編

入
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

昭
和
２６
年
の
支
所
開
所
を

経
て
、
昭
和
５１
年
１０
月
に

東
山
区
か
ら
の
分
区
・独
立

に
よ
り
現
在
の
山
科
区
と
な

り
、
平
成
１８
年
に
区
誕
生

３０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。 

毘
沙
門
堂
門
跡 

 

毘
沙
門
堂
は
天
台
宗
五
箇

室
門
跡
の
ひ
と
つ
で
、
高
い

寺
格
と
鄙
び
た
山
寺
の
風

情
を
伝
え
る
古
刹
で
あ
る
。 

ご
本
尊
に
京
の
七
福
神
の
ひ

と
つ
毘
沙
門
天
を
祀
る
こ
と

か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。 

創
建
は
大
宝
三
年
（
703
年
）

文
武
天
皇
の
勅
願
で
僧
行

基
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
。
当

初
は
出
雲
路
（上
京
区
・御

所
の
北
方
）に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
護
法
山
出
雲
寺
と
い
っ
た
。

そ
の
後
、
た
び
重
な
る
戦
乱

か
ら
苦
難
の
道
を
た
ど
り
、

寛
文
五
年
（1665

）、
山
科

安
朱
の
地
に
再
建
。
後
西
天

皇
の
皇
子
公
弁
法
親
王
が

入
寺
し
て
よ
り
門
跡
寺
院
と

な
っ
た
。
伝
教
大
師
が
唐
よ

り
将
来
さ
れ
た
鎮
将
夜
叉

法
と
い
う
行
法
は
、
天
台
五

箇
大
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
当

門
跡
だ
け
に
伝
わ
る
秘
法
で

あ
る
。
ご
本
尊
の
毘
沙
門
天

は
、
天
台
宗
の
宗
祖
で
比
叡

山
を
開
か
れ
た
伝
教
大
師

の
ご
自
作
で
、
延
暦
寺
根
本

中
堂
の
ご
本
尊
薬
師
如
来

の
余
材
を
も
っ
て
刻
ま
れ
た

と
伝
え
ら
れ
る
。
商
売
繁

盛
・家
内
安
全
に
ご
利
益
が

あ
り
、
一
月
初
寅
参
り
に
は

福
笹
が
授
与
さ
れ
善
男
善

女
で
賑
わ
う
。 

宸
殿
襖
絵 

宸
殿
に
上
が
り
襖
絵
の
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
見
る
角
度

に
よ
っ
て
机
の
長
さ
や
顔
の

ふ
く
ら
み
等
が
変
化
し
て
見

え
る
だ
ま
し
絵
と
い
う
技
法

で
す
。
秀
吉
の
大
政
所
高
台

尼
公
が
大
阪
城
内
で
念
じ
て

い
た
弁
才
天
を
庶
民
福
楽
の

為
に
当
地
に
勧
請
し
た
と
い

う
高
台
弁
財
天
（堂
）が
宸

殿
か
ら
見
え
、
紅
葉
の
庭
園

の
中
で
ひ
と
き
わ
さ
え
て
い

ま
す
。 

 

境
内
の
諸
堂
は
近
世
の
門

跡
寺
院
特
有
の
景
観
を
伝

え
る
貴
重
な
遺
構
で
あ
り
、

そ
の
多
く
が
京
都
市
の
有
形

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

山
科
盆
地
を
見
お
ろ
す
山

腹
に
位
置
し
、
春
の
桜
、
秋

の
紅
葉
は
知
る
人
ぞ
知
る
京

の
名
所
で
す
。 

庭
園
（晩
翠
園
） 

晩
翠
園
は
、
２
つ
の
中
島
を

持
つ
池
が
中
央
に
大
き
く
広

が
り
、
池
の
周
囲
に
は
低
木

が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

池
の
北
側
、
観
音
堂
の
脇
に

は
滝
石
組
が
組
ま
れ
、
安
祥

寺
山
の
谷
か
ら
引
き
込
ま
れ

た
水
が
音
を
立
て
て
流
れ

落
ち
て
い
ま
す
。 

中
島
の
一
方
に
は
石
塔
が

建
ち
、
観
音
堂
と
と
も
に
、

庭
園
を
眺
め
る
上
で
の
ア

ク
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま

す
。 護

岸
の
石
組
も
大
石

を
立
て
る
こ
と
は
せ
ず
、

全
体
と
し
て
穏
や
か
な
造

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

毘
沙
門
堂
の
紅
葉 

京
都
の
中
で
も
美
し
い

紅
葉
の
名
所
で
す
。 

毘
沙
門
堂
の
勅
使
門
に

向
か
っ
て
伸
び
る
参
道
の

石
畳
は
散
り
紅
葉
が
赤
く

敷
き
詰
め
ら
れ
ま
す
。
仁

王
門
への
急
な
石
段
は
毘

沙
門
天
王
と
書
か
れ
た
赤

い
幟
と
赤
い
紅
葉
に
迎
え

ら
れ
て
登
り
ま
す
。
毘
沙

門
堂
の
秋
は
境
内
全
体
が

赤
く
染
ま
り
、
山
科
地
区

を
代
表
す
る
紅
葉
の
名
所

で
紅
葉
を
楽
し
め
た
。 
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２０１６年１月度行事予定 

“京都を代表する和菓子の一つを体験してみよう” 

おたべ本館 

月 日：2016年１月20日（水曜日） 

集合場所：近鉄十条駅改札出口 集合時間：８:４０ 

訪 問 先：おたべ本館（京都市 南区西九条高畠町35-2） 

内 容：おたべ手づくり体験及び工場見学 

そ の 他：手づくり材料費 600円／人必要です。 

２０１５年１２月度行事予定 

“ 阪急電鉄の社名が付いたまち ”: 阪急正雀 

月 日：2015年１2月１7日（木曜日） 

集合場所：阪急正雀駅改札口  集合時間 9:40 

訪 問 先：阪急正雀工場 

内 容：阪急電鉄正雀工場内の見学 

10 時から（約 90 分工場見学） 

そ の 他：一般参加者は会員を通じて申し込んで下さい。 

毘沙門堂門跡寺号の碑    

 

晩翠園回遊式庭園 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%BA%AC%E9%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%92%8C%E8%8F%93%E5%AD%90

